
「ふるさと創造学」は、福島県双葉郡８町村がともに取り組む、地域を題材にした探究的な学習です。
「震災で子どもたちが得た経験を、生きる力に」との思いから、2014年度にスタートしました。
テーマや活動内容は町村や学校の特色やねらい、子どもたちの実態に応じて設定し、総合的な学習の時間

を中心に進められています。子どもたちの主体性・協働性・創造性を伸ばし、自ら未来を切り拓く力を育む
ことがねらいです。

年1回開催する本サミットでは、8町村立小・中学校及びふたば未来学園中学校・高等学校の児童生徒が一
堂に会し、これまでの学びを通じて感じたことや考えたことを、町村ごとのスペースに分かれてポスター
セッション形式で発表します。是非ご来場の上、各校の特色ある取組をご覧ください。

スムーズにご入場いただくため、事前来場登録をお願いしております。「双葉郡教育復興ビジョン」HPの

来場申込フォームまたは裏面申込書にてお申込ください。

【主催】 福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会
【共催】 公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構、双葉地区教育長会、双葉郡小学校長会、双葉郡中学校長会
【企画運営】 ふるさと創造学サミット実行委員会

〈お問い合わせ〉福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会事務局（公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構内）
ＴＥＬ：０２４－５８１－６８９７ FAX：０２４－５８１－６８９８/Ｅメール：futabaeduc@fcs.ed.jp

場所
ビッグパレット
ふくしま
多目的展示ホールＡ
(郡山市南2-52)

日時
2019年
12月14日(土)
10：30〜14：45
(10:15受付開始)

町村 参加予定校

浪江町 浪江小学校、津島小学校、なみえ創成小学校、なみえ創成中学校

葛尾村 葛尾小学校、葛尾中学校

双葉町 双葉南小学校、双葉北小学校、双葉中学校

大熊町 熊町小学校、大野小学校、大熊中学校

富岡町 富岡第一小学校、富岡第二小学校（富岡校・三春校）
富岡第一中学校、富岡第二中学校（富岡校・三春校）

川内村 川内小学校、川内中学校

楢葉町 楢葉南小学校、楢葉北小学校、楢葉中学校

広野町 広野小学校、広野中学校、県立ふたば未来学園中学校・高等学校



【ご来場にあたってのお願い】
・セッション中の前列は児童生徒優先でお願いいたします。
・個人が特定できる写真等のSNS等へのアップはご遠慮ください。

■ PROGRAM

■ 申込書

所属先・学校名

氏名

役職・校務分掌

E-mail

10:30 – 10:40 オープニング・セレモニー

10:55 – 11:15 セッション① 参加校が発表します。
（時間帯によって発表する学校が異なります。
詳しくは当日パンフレットまたは協議会HP
をご覧ください）

11:20 – 11:40 セッション②

11:45 – 12:05 セッション③

12:15 – 13:15 ランチ・ランチタイム交流企画
（小学生、中学生・高校生に分かれて別室にて昼食後、それぞれ交流企画を行
います。）

13:25 – 13:45 セッション④ 参加校が発表します。
（時間帯によって発表する学校が異なります。
詳しくは当日パンフレットまたは協議会HP
をご覧ください）

13:50 – 14:10 セッション⑤

14:15 – 14:35 セッション⑥

14:40 – 14:45 クロージング・セレモニー

■ 参加者の声 （第5回（2018年度）参加者より一部抜粋）

下記ご記入の上、FAX/メールでお申込いただくか、メールにて下記内容をご連絡ください。
また、当協議会HP（http://futaba-educ.net/）からもお申込いただけます。

FAX: ０２４－５８１－６８９８ E-Mail: futabaeduc@fcs.ed.jp

それぞれの町村についてよく知ることができました。各学校
でそれぞれの思いがよく伝わりました。クイズなどとても楽し
みながら発表をききました。また、自分たちの発表でも、自
分たちの思いが見ている人に伝わったと思います。ふるさと
創造学サミットはとてもよい機会でした。（参加生徒）

どの学校も、テーマを明確にし
て、疑問や課題をしっかりと解
決し、分かりやすく発表してい
たのですごい。（参加児童）

セッション中の交流タイムでは、他校の児童や見に来てくだ
さった大人の方からも、意見を聞いたり話しかけることがで
きたりしたので、考えを共有できるよい場となりました。また、
他校の発表では、それぞれの良さが出ており、子どもたち
にとっても、良い刺激となりました。（小学校教員）

各校の「ふるさと学習」において、児童生徒の学ぶ姿から、
達成感・充実感が伝わってきた。また、学年に応じたプレゼ
ンのスキルアップが図られ、各校の表現方法に工夫がみら
れ感銘を受けた。（来場者）

生徒自らの活動を踏まえての発
表は、聞く側にもプラスになって
いるのだと思う。積極的に発言し
た小学生がいたのに感心した。
（中学校教員）

http://futaba-educ.net/

